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Summary

 This bulletin describes an accomplishment for a theme of the ldentity Committee in Yamaguchi Prefectural

University．

 One aim is to decide the formal identity color of Yamaguchi Prefectural University for fixing the image of our

being to be recognized easily and sensitively in the publicity in our home ground．

 Another aim is to develop the color symbolism connecting to the whole activities of our university based on

the formal color identity．

1 はじめに
（1）委員会の発足と業務内容

 平成15年度学長企画室ワーキンググループ「大学

アイデンティティー委員会」は4月に設置され、5

月22日学長よりメンバーが告報された。
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 委員会に与えられた課題は「本学の存在感をさら

に一層際立たせ、県民や市民に広く愛される大学イ

メージを定着させるために、本学の正規スクールカ

ラーを決定し、これを基盤にして大学活動全般にお

よぶカラー・シンボリズムを豊かに展開する方策を

講ずることである。」というものである。

（2）委員会の制作姿勢

 委員会の課題は本学の存在や理念をカラーで表現

するということである。そこでそのカラーを選定す

るに至る制作過程に必要な情報、情報の分析、それ

らを整理して提案するデザイン等を行うのである。

 この作業では決定へ至る段階で様々な新しい問題

等が生じると思われるので、その都度委員会で話合

いをし、または外部の方々の意見等を参考にしなが

ら作業を進めることで、総合的にレベルの高いデザ

イン提案をしたいと考えた。

 最も重要なことは、本学の教育理念の理解である。

これは本学の学生ハンドブックに、岩田啓靖学長が

次のような一文を記している。

 「君の幌馬車を、あの星に繋げ」一山口県立大学

で学ぶ皆さんへ一山口県立大学の新しいスタートに

あたって、私たちは『‘ひと'に優しい大学』づく

りという目標をはっきりと掲げました。そして、そ

れを具体化するために次の四つの基本理念をきめた

のです。

 人間尊重の精神

 生活者の視点の重視

 地域との共生

 国際化への対応

 アイデンティティー委員会の課題は、この理念を

本学のカラー・シンボルとして視覚化するというこ

とである。

 まずこの理念をもとに現在の本学の状況を認識

し、さらに本学が将来へ向かうエネルギーや、絶え

ず革新へ向かう活動力、そして大学にふさわしい知

性を感じさせるもの、さらに本学の将来に夢を託す

学生や地域の人々が持つ本学のイメージや期待等と

いったものを総合して、シンボルカラーとして制作

することが委員会の基本的制作姿勢である。

 また本学の教員、在校生、卒業生、高校生、地域
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の一般の人々が、本学に対してどのようなイメージ

を持っているかアンケート調査等を実施して調べて

みる必要があるし、また本学の内外の人達から本学

のイメージについて直接意見を聞くことも重要なの

で、委員会を設置することとした。

2 カラー・シンボルの意味とその位置について

 アイデンティティー委員会がカラー・シンボルを

提案するのだが、委員会がカラー・シンボルの意味

をどのように考えているか、この理解はそのまま委

員会の提案するカラーやデザインに反映されるの

で、この点に関して明確な理解がなければならない。

 この課題が委員会に与えられた時から、各委員が

カラー・シンボルの理解について共有することが重

要なので、このことについて幾度か意見交換を行っ
た。

 本学が行事に於いてカラーを大学のシンボルとし

て意図的に使用して来た経緯はないし、また経験も

ないのだが、今後は意図的にカラーを積極的に使い

ながら本学の存在感を表現しようと考えているので

ある。

 カラーが様々な場面でシンボリックに使用される

例は世界的にも多くあることで、日本でも歴史的に

も数多くみることができる。例えば日本の大学等で

現在使用されているスクールカラーにはかって大学

の歴史的行事の始まりに偶然その色があって、たま

たまそれを使ったことで、現在はその大学の伝統的

な色となった、という経緯をもつ大学等がある。こ

うした自然発生的に大学のシンボルカラーが決まっ

たケースもある。むしろ政策的に大学の存在を感じ

させるためカラーを設定したという事例は少ないよ

うである。

 デザインの領域にVI（Visual Identitiy）計画とい

うのがあり、これは企業や大学のイメージを、色・

形・文字の形等で表現をすることである。そのイメ

ージに託されるのは、企業のビジネスの発展と社員

の企業への思想的な協調性や統一を目指すもので、

このVI計画の効果としては、企業のイメージや知名

度が向上し、社員に刺激をあたえ、やる気をおこさ

せ、売り上げ増で業績も向上していく等が生じると

考えられるので、この宣伝効果は大変有効であると

考えられている。

 したがって、こうしたVI計画を持つことは、企業

戦略の重要な経営方針であり、VI計画では色とシン

ボルマーク、ロゴ等がセットで制作されアピールさ

れるのである。

 この度アイデンティティー委員会がもらった課題

は、本学におけるカラーを基本としたVI計画と考え
た。

3 山嵐県立大学スクールカラー選考委員会に

 ついて

 本学内に山口県立大学スクールカラー選考委員会

を設置して、平成15年7月2日よりこの内規に基

づき委員会を立ち上げた。

 当委員会は山口県立大学スクールカラーの制定に

関わる事項について審議し、学長に意見を述べるも

のである。

 この委員会の構成員は本学との関わりのある方々

というだけでなく、地域広く山口県民レベルで仕事

をしている方々を視野にいれてメンバーには在校生

2人、高校生2人、卒業生1人、地域代表1人、一

般2人、をお願いして意見等を聞かせてもらった。

第1回 スクールカラー選考委員会 7月31日

第2回 スクールカラー選考委員会 8月25日

 この委員会は2回開催され、構成員各々から様々

な角度からの意見を聞くことができた。

本学の歴史的な状況をご存じの委員からは、アイデ

ンティティー委員会のメンバーが知らない情報など

があり、大変参考になった。

 本学の存在に深く関わってきている地域代表の方

からは、本学の動向が様々な場面で地域へ大きな影

響を与えている状況や、今後の本学の発展に大きく

期待されていることなどが述べられ、そうした本学

へのイメージがあることを実感することができた。

 また桜学会会長は本学が山口県立女子専門学校で

あった頃から、山口女子短期大学時代までの状況、

そして現時点の本学へ至る様々な出来事までを良く

理解され愛情溢れる本学への期待を述べられた。

 アイデンティティー委員会としては、山口県立大

学スクールカラー選考委員のメンバーからの意見、

期待等をカラー選定に盛り込むことを考えた。

4 デザインの方針

 色自身がどのような性格や意味を持つかというこ

とだが、色に対する名前は共通理解ができるが、色

の感じ方は世界でそれぞれ異なった意味理解を持

ち、そこには国民的、歴史的な条件が影響している。

個人的にも同じことが言える。

 このことはカラーを通して「大学の存在感」を伝

えようとするのだが、色の感じ方を記号的な共有す

る概念として形成するのは難しい。

 色、形の選択は、この課題について様々な角度か

ら入るアンケートや情報を通して作業を進めるなか

で、制作担当者は徐々にその全体的な流れや雰囲気

を理解し、思索し、感じ、それらを整理しながら決

定へと至るのである。

 この時個人的な直観や経験の積み重ねが機能す

る。シンボルの選定作業等はその経過や決定を必ず

しも客観的な共有する記号や概念で説明することが
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難しいが、委員会ではできるかぎり制作過程と選択

の意図を明確にするようにこころがけた。

 大学は様々な場面で学外へその動きや存在を示す

必要があるので、カラーを基本としてアピールする

ためには、カラーと組み合わせてたシンボルマーク

や文字とセットで表現するほうが効果的ではないだ

ろうか。

 そこでこの作業、シンボルカラー設定にあたって、

委員会はこのカラーの効果的利用のひとつとして色

と関連する形、つまりシンボルマークについても、

ロゴについてもセットで作業し提案することとした。

5 制作経緯
（1）アンケート調査

 山口県立大学アイデンティティー委員会（以降ア

イデンティティー委員会）はテーマを具現化し、具

体的なデザインとして提案するために、まず、山口

県立大学アイデンティティー計画についての協議を

行い、段階的に作業を実施することとした。

 まず、企業におけるアイデンティティー一 VI計画の

作業は基本的に企業の構成員の認識を確認すること

や外部の人たちがその企業をどう見ているか、感じ

ているかをアンケート調査などで全体的なイメージ

を掴むことから始めるのであるが、規模や時間的な

条件等において実行可能な方策としてのアンケート

方法をアイデンティティー委員会で考えた。

 アンケートの範囲は本学の過去、現在に関わると

思われる人たちおよび地域の人たちから本学のイメ

ージを伝えてもらおうと考えた。まず現在について

は、現役の学生や教員そして大学周辺、地域の方々

にお願いすることとした。過去については卒業生

（桜圃会会員）の方々である。

 アンケート方法は、イメージ言語スケールによる

アンケートと具体的な色によるアンケートでいずれ

も選択方式とした。

 アンケートの質問項目については、VI計画調査等

で使用されるものとほぼ同じもので、本学のイメー

ジをカラーで表現するとどうか、また言葉で表現す

るとどうかを設定した問いであり、それらの言葉を

カラーに置き換えるカラーイメージスケールを用い

てアンケートを作成した。内容については本学の学

生や教員に対する質問項目と学外や桜圃会会員の

方々への質問は少し変えたものとした。桜圃会、学

外では、山口県立大学の現在のイメージと山口県立

大学のこれからのイメージを、学内向けはさらに細

かい質問を設定し、各学部、学科のイメージ等につ

いても質問した。

〈参照〉アンケート用紙（桜圃会、学外用、学内用〉

                  （注P53）

（2）アンケート結果総計

 アンケート実施については、平成15年7月1日に

桜圃場会員にアンケート用紙を郵送で配付し回答者

数は188人。平成15年7月20日には学内でアンケー

トを実施し回答者586人。平成15年7月22日には学

外アンケートを実施し回答者116人乗いった状況で

あった。

（3）アンケートの分析

 アンケートは問いに対する答えを一問一問をチェ

ックしながらカラースケールに置き換えてデータ化

する作業を行った。アイデンティティー委員会とし

てはアンケートからカラーを通して見る本学のカラ

ーイメージについて本学の学生、教員、学外者また

桜圃会会員のデータを読み取ることをした。そして

山口県立大学スクールカラー選考委員会（以降カラ

ー選考委員会）での意見をカラー化してみるという

作業を行った。さらにそこから本学が僅かであるが

保有しているカラー表現の歴史的な事象の位置づ

け、そしてもっと重要な本学のあるべき姿や姿勢の

基本となる将来のイメージの言語化そしてカラー化

を考える作業へ入った。

 この作業は今までのアンケートやカラー選考委員

会の意見等の集約等を知識的に、経験的に表現レベ

ルへ持っていくという非常に緊張感と責任を各アイ

デンティティー委員会委員が感じながら行なう重要

な作業であった。

 アンケート分析結果として、山口県立大学の現在

のイメージは、やはり地名や場所に左右され（自

然・のどか・素朴）といったイメージが強く見られ

た。しかしこれからの山口県立大学に対するイメー

ジは、（活動的、文化的、進歩的、開放的）という

言葉からも読み取れるように、山口県立大学に革新

的なイメージを期待している。（注 P54、55）

6 シンボルカラーの位置付け

 シンボルとして考えるのであるから必ずしもアン

ケート結果の総合的なカラー選択ということだけで

はなく、また歴史的な伝統というだけでなく、アイ

デンティティー委員会が感じる積極的な理念や未来

への希望といった要因をより強く出す考えも、また

アイデンティティー委員会の責任として考えた。し

かしやはりアンケートと伝統をまったく無視して本

学の存在は考えられない。カラー選考委員会で本学

のスクールカラーは茜色と思っているという委員の

発言は個人の思い入れがあるような事例でそのよう

な心情はまさしく大学のカラーをシンボリックな心

情で感じたものであり、このような精神が大学スク

ールカラーの本来の意味であると考えた。しかし委

員が指摘したそのカラーは桜圃会188人回答者のうち
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12人程度が同じ意見であった。こうしたことからシ

ンボルカラーの意味は必ずしも多数による考えが適

切な色を選択するのではないと考えられる。しかし

ながら本学の歴史的な所でわずかながらカラーとの

出会いもあり、これはやはり考慮するべきではない

だろうか、そしてここから新しく始まる、始めると

いうことも極めて重要な点である。

 そこで一つは、伝統を考慮しながら考えるカラー

ともう一つは本学の理念と未来を絶えず希望し革新

する知的エネルギーを考えて見えてくるカラーの2

系統の考え方でデザインを提案することとした。

 第1案のアンケートに見る本学の色はやはり現状

の地域的な条件の影響や目に入りやすい事から寒色

系統のイメージが多いようであった。

 この背景にあるのは現在の大学の雰囲気でもある

し、地域的な感じであるが、のどか、若々しい、素

朴、まじめ、地味といった感じがおおい。これはど

ちらかというとゆったりして現状の良さのみが表面

化しているといえる。

 第2案は地域的特性とか雰囲気より将来の本学の

あるべき姿とか方向、いうならば本学が未来を絶え

ず希望し続けるような性格を感じさせるものでアン

ケートでも「これからのイメージ」の問いには地域

的カラーイメージよりも理想的というか、希望的と

いうか、積極性、活動的という言葉と明るい色彩を

指摘するものが多かった。こうしたイメージは暖色

系統を数歯で組み合せ補色対比的に並べたデザイン

等として展開することとした。

 アイデンティティー委員会におけるスクールカラ

ー設定の考え方の基本は、調査分析で出てきた色の

イメージを参考にスクールカラーを設定するために

最も重要な、・大学のビジョン（思想）、・大学の

理念を踏まえて、地域に根ざした、革新的な山口県

立大学をアピールできる「スクールカラー」を検討

していく事とした。

7 制作と提案

（1）デザイン案1（注 P92）

 基本色は固有色名Cobalto bule系統色名Strong

blue． rcmyk：data／C＝100， M＝50］ rDIC：data／579］

を設定した。

その他の組み合わせとして

 固有色名 Fresh green

 系統色名 Vivid yellow

 rcmyk：data／C＝＝50， Y＝100］ ［DIC：data／171j

 固有色名 Sky blue

 系統色名 Light blue

 rcmyk：data／C＝80］ rDIC：data／100］

固有色名 Turquois blue

系統色名 Bright blue

rcmyk：data／C＝100， M＝20j rDIC：data／181J

固有色名 Turquois

系統色名 Bright blue

rcmyk：data／C＝100， Y＝50］ rDIC：data／2130］

固有色名 Malachite green

系統色名 Deep green

rcmyk：data／C＝100， Y＝ 100j rDIC：data／638j

固有色名 Tangerine olange

系統色名 Bright orange

rcmyk：data／M＝＝50， Y ＝70」 FDIC：data／2041

固有色名 Cardinal red

系統色名 Deep red

rcmyk：data／C＝20， M＝＝80， Y ＝1001 rDIC：data／2361

 この案ではアンケートを総合してみると、現在の

本学のイメージや位置づけからはやや寒色に近いも

のが多く、さらにこれからのイメージにしても寒色

系統がかなり多くみられる。そのほかは中間色、暖

色なので、この案では寒色と僅かな暖色を加え総体

的な雰囲気として将来の明るい活動的な雰囲気をイ

メージするように色を選び形にしてみた。基本色に

は寒色の中で知性や品格を感じさせるコバルトブル

ーを使用した。

 平成4年本学が県立大学となり男女共学になった

時に公募で採用されたYPUのロゴはロイアルブルー

がベーシックカラーで、ライトグリーンがサポート

カラーである。このロイアルブルーは英国王室のオ

フィシァルカラーであり、ライトグリーンは日本で

は浅緑といわれ、春の柔らかな若葉の緑を表現する

色である。

 平成4年以後の学生達はこの色の組み合わせを、

なんとなくだがスクールカラーと思っているようで

あった。

 そうした本学の背景を考慮してコバルトブルーを

基本色とし、さらに数色の色と構成することで、今

後の本学を感じさせるように心がけた。

 コバルトブルーは安定した色として日本社会には

受け入れられている、それだけに一般的であり、そ

こにむしろ大学の穏やかさを感じてもらい、そして

この色と組み合わせて見えてくる全体的な色バラン

スからは未来へのエネルギーを感じてもらえると考

えた。

 シンボルマークのデザインは楕円を基本形態と

し、未来を希望し続ける意味を持たせた。楕円ブル

ーの上にあるのは本学の4つの理念を表し、そして

それらに連関するラインで表現している動きが時間

を意味し、過去（赤）、現在（緑）、未来（青）を意

味している。これらの要素を組み合わせることによ
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り全体的な形が山口県立大学のイニシャルになる

「Y」を感じさせるデザイン構成にしている。

 また、デザイン展開としてシンボルマークデザイ

ンを各学部のイメージカラーで置き換えることによ

り学部ごとのアピールツールとして使用することが

できるよう設定を考えた。

（2）デザイン案2（注 P93）

 基本色に固有色名緋色Poppy red 系統色名bright

red rcmyk：data／C＝10， M＝＝80， Y＝601 ［DIC：data／1971

という色を配した。

 この色は色彩分類のなかでは「強い赤」といわれ

が、フランスでは恥ずかしく顔を赤らめた時にこの

赤のことばCoquelicotを使う。日本では能で「勃々」

を舞う時の赤毛赤装束からイメージして草々緋と言

われている。brightはきらきら輝く、パッと明るい

といった意味で、色相の性格をあらわしている。

 また、この色は本学が昭和17年4月、山口女専の

時代に校章、校旗を設定したとき「その形状は、エ

ンジ色の円形の中心に白色の八腿鏡を配し、その中

に「専」の字を図案化して収めたものである。校章

の外周の円形は女性の円満を表し、八腿鏡は日本女

性の婦徳の理想を、エンジの色は日本女性の赤誠を

あらわしたものであった」と述べられている。この

エンジ色は本学を色彩で表現しようとしたときに使

用された歴史的な背景がある色であり、その後この

世代の学生達には様々な印象を与えてきた。

 エンジ色は日本で嚥脂色といわれ、茜草の一種の

マダー一一・一から採った色素で染めた色のことである。色

彩用語ではCrimusonクリムソンといわれ、色の説

明としては、deep purplish redと言われ、やや紫色

を感じさせる赤で、こい紫の赤と言われる。この色

を茜色と表現した桜圃会員の方々もいる。

 茜色はこの色よりやや明るい赤で、色彩用語では

Cardinal redと言われ、日本では茜色といわれる。

この色は茜草を原料として染色された。古代ローマ

枢機卿の衣服の色とされた。この色はこうしたシン

ボリックな性格を有した色である。梅圃会会員がこ

のエンジ色と茜色を厳密に区別せず使用してきたよ

うだし、この2色は並べてみるとその微妙な違いは

感ずるのだが単独でしめされるとなかなか的確には

区別が難しいので、桜圃会員がそのような言葉で理

解しいたとしても無理はないだろうが、色とその名

称はやはり似て否なるものである。

 エンジ色より少し明るい茜色は多少区別がむずか

しいこともあったが、かなり本学を印象ずけてきた

背景がある、そこでこうした伝統をふまえこれから

の本学の発展に力をくれるような色として茜色より

少し明るく伝統と革新を感じさせる色としてこの緋

色を配した。シンボルマークデザインは楕円を基本

形に本学科の4つの理念を象徴し活動的なイメージ

の配置で構成。配色は緋色を基本カラーに躍動的な

イメージを表現するため固有色名Dandelion（タン

ポポ色）系統色名Vivid yellow（さえて黄）
「cmyk：data／Y＝100」「DIC：data／568」でグラデーシ

ョン効果を使用。

 また、本学のイニシャル「Y」を連想させるデザ

インを試みた。

（3）デザイン案3（注P94）

 基本色は固有色名Turquoise blue、系統色名Bright

greenish blue rcmyk：data／C＝100，Y＝＝10］ rDIC：data／1391

 固有色名Dandelin、系統色名Vivid yellow「cmyk：

data／Y＝100」「DIC：data／567」を配し周囲を固有色

名Majolica blue、系統色名Deep blue「cmyk：data／

C＝100，M＝80」「DIC：data／222」で縁取りをしたデ

ザインとした。

 アンケートではかなりブルーの色もあったのでこ

の色をベースに考えてみた。ただ現状を感じるだけ

ではなく未来を感じさせるために重々しいものより

明るく展開を感じさせるため黄色と組み合わせるこ

とにした。

 Turquoise blueは青と緑の中間色相を持った色で、

日本では中世に青緑のうすい色を浅葱色と言われ、

藍染めが浅いところに見える色で葱の鮮やかな色に

似ているところがらこの名があるが、藍染めの色は

かなりその濃淡で幅の広い色相が染め出される。藍

染めはうすく染めると色相が緑にかたよるが、この

色にはなりにくい。この青緑系の色に適切な和名が

ないために、現在では幅の広い色相を持つ色に対し

て浅葱色と言っている。この色よりやや明るいのを

水浅葱または薄浅葱という。

 Dandelionはたんぽぽの黄色のことで、さえた色

と言われる。Vivid yellowのVividは鮮明な、目のさ

めるような、強烈なという意味からもこの黄色の色

の鮮やかさがわかる。

 Majolica blueは地中海のマジョルカ島原産の陶器

に見られる独特な青色、深い青を表したもので、日

本では出藍といわれる。

 この明るいTurquoise blueとDandelinの2つの色

相をきりつとしめた感じでMajolica blueを配色した。

 形は本学の4つの理念をあらわし、さらに山口の

イニシアルのYをも感じさせるものである。

 このやや鋭い鋭角の形の組み合わせには、未来に

立ち向かう革新性や厳しさをイメージさせ、その形

が持つ色の組み合わせからは明るさや、希望、知性

等を感じさせるような雰囲気を表現した。

（4）デザイン案4（注 P95）

 この案は本学の理念と未来をより強く表面にだし
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て色と形で表現を試みたものである。基本色は固有

色名Vermilion系統色名Bright yellowish red
rcmykldata／M＝90， Y＝801 rDIC：data／25041

 Vermilionは人工で作られる色で、水銀に硫黄を

反応させてつくる顔料である。水銀の鉱石である辰

砂から採った顔料で、中国辰州産の朱砂が有名でこ

れを辰砂といった。辰砂の色はもっと紫みを帯びた

くすんだ色で、琉球の紅型染に用いられている。日

本では朱色といわれる。

 この色は朱の赤で輝くようでやや黄色をおびてい

る、という色相の性格をもっている。緋色Poppy

redよりも明るい赤といえる。

 シンボルマークデザインは2つの楕円の組み合わ

せでできた形「花びら」を基本形に本学の4つの理

念を表現して配置した。配置構成はそのサイズと理

念の重さに関係なくリズム感を持たせた。また、4

つの形を対角線上に配置することにより、内側の白

い部分が山口県立大学のイニシアル「Y」が浮かび

上がるように配置した。さらに基本形「花びら」は

本学の地理的特性である桜町を思わせるような、桜

の花びらがひろがるイメージを表している。

 アクセントカラーとして右下の基本形の配色は色

に動きを持たせ、躍動感を表現し未来志向を感じさ

せるように固有色名Dandelion（タンポポ色）系統

色名Vivid yellow（さえて黄）「cmyk：data／Y＝100」

「DIC：data／568」でグラデーション効果を使用した。

「シンボルマーク」「ロゴマーク」のデザイン案が承

認された。

 各学部教授会でパネルボードのデザイン紹介を行

った。

 平成15年10月27日山口県総務部長に岩田学長、陶

山事務局長、アイデンティティー委員及び学事文書

課長等立ち会いで「スクールカラー」「シンボルマ

ーク」「ロゴマーク」について説明し、賛同を得た。

 平成15年10月31日山口県副知事に岩田学長、陶山

事務局長、アイデンティティー委員及び学事文書課

長等立ち会いで「スクールカラー」「シンボルマー

ク」「ロゴマーク」について説明し、賛同を得た。

 平成15年10月31日山口県知事に岩田学長、陶山事

務局長、アイデンティティー委員及び学事文書課長

等立ち会いで「スクールカラー」「シンボルマーク」

「ロゴマーク」について説明し、賛同を得た。

 平成15年11月26日臨時評議会「山口県立大学スク

ールカラーのデザインの決定について」でこれを採

決承認した。

 平成15年12月15日記者発表を行い、内外に山口県

立大学スクールカラーのデザインを公開した。

 こうした経過を経てアイデンティティー委員会が

制作した「スクールカラー」「シンボルマーク」「ロ

ゴマーク」は山口県立大学のイメージ・シンボリズ

ムとして承認された。（注 P96）

'

（5） ロゴタイプについて

 本学名称のロゴは4パターンのデザイン案に共通

して用いるもので、固有色名はDove Gray系統色名

Purplish Gray。「cmyk：data／K＝60」ダブグレイは

日本名では鳩羽鼠（はとばねずみ）といわれ、鳩の

羽毛にみるやや紫がかった色のことである。系統色

名ではこの色を、やや紫みのグレイという。おちつ

いた色で気品を感じさせる雰囲気をもっている。ロ

ゴの形はこの色のイメージと今後の本学の姿を重ね

て落ち着きがあり、しかも活動的で柔軟性を感じさ

せるようなほんの僅かだが丸みを持ちながらも知的

なイメージを持った文字の形とした。

8 まとめ
（1）報告と承認手続き

 平成15年9月22日㈹大学広報ワーキンググループ

「大学アイデンティティー 委員会」は岩田啓靖学

長に答申書を提出した。

 平成15年9月30日㈹山口県立大学管理調整会議に

おいて、「大学アイデンティティー委員会」から学

長へ提出の答申案について説明し、提案した1、2、

3、4案の中から4案を採決した。

 平成15年10月8日第7回評議会「スクールカラー」
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アンケート実施日

平成t5年7月t日 桜團会会員の方々に郵送にて随時回答

7月20日 学内アンケート実施（全学部 学科生、教員）

7月22日 学外アンケート実施（山ロ市商店街にて）

アンケート結巣総計
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アンケート方法

1．イメージ言語スケールによるアンケート
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書葉の違いはイメージの違い。人々が色に抱くイメージは

ある共通した感覚がある。それを形容詞で表し、色との結び
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です。
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山口県立大学のカラー・シンボルについて

学内アンケート結果（回答数552人）
生活科学部 栄養学科のイメージ
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山口県立大学生活科学部研究報告 第30巻（2004）

デザイン案1
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デザイン案2
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デザイン案3

シンボルマークの脅え万
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デザイン案4
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